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は じ め に
本稿では新疆ウイグル自治区の畜産業の位置づけ
と，今日までの畜産業経済発展において成功した経
験と改善すべき問題の総括を行なう，さらに将来畜
産業が発展するための対策と課題についても取り挙
げるが，統計分析及び20年以上の教授経験と実態調
査から得た資料等に基づき明らかにするものであ
る。
１ 新疆ウイグル自治区の基本的な状況
新疆ウイグル自治区は中国の最西部に位置し，か
つては?シルクロード?，?西域?と言われ，アジア
とヨーロッパの文化，商業の交流のための交通要所
であって，世界史上において大きな影響を及ぼして
いた。現代においてもその歴史的由来及び地理的条
件から中央アジアの要所としての役割を担っている
地域である。
新疆ウイグル自治区は中国の中で面積が最大の地
区であり，東西1,900km?，南北1,500km?であり，
全面積は165.3万 km?，人口は1,905.19万人であ
る（2002年）。新疆ウイグル自治区は東南部分で甘粛
省，チベット自治区，西南と東北はモンゴル，ロシ
ア，カザフスタン，キルギス，アフガニスタン，パ
キスタン，インド等８か国と国境を接する。新疆ウ
イグル自治区は山脈に囲まれており，中央部に天山
山脈が横断している。天山山脈の標高は6,900m以
上で，山脈の北は北新疆，南は南新疆と呼ばれる。
北新疆の自然条件は南新疆より恵まれており，緑地
も多く，年平均降雨量が300～500mm程ある。南新
疆では降雨量が少なく，年平均降雨量は50～
100mmで，10mmにも足りない地域もあり，
そのような乾燥地帯では蒸発量が 3,000～
4,000mmにもなる（トルフアン地区，ロチャン県
等）。このような気候条件を持っているところでは，
牧畜業を展開する等によって，産業構成の調整をは
からなければならない。
新疆ウイグル自治区にはウイグル民族，カザフ族，
キルギス族等13民族が古来より牧畜業を営んでお
り，それらの諸民族にとって牧畜業は生活の基盤と
して決定的に重要なものであった。そして，現在に
おいても畜産業は新疆ウイグル自治区の経済発展に
対して非常に重要な地位を占めている。
２ 新疆ウイグル自治区における畜産業発展のため
の自然環境及び資源の現状と問題点
⑴ 新疆ウイグル自治区の天然草原資源
新疆ウイグル自治区は中国全体の中でも重要な地
区であり，草原面積は広い。中国における地形区分
の方法と「１：100万中国草原資源図集」（中国地図
出版社，1992年）に基づくと，新疆ウイグル自治区
の天然草原面積は5,596.16万 haになり，この中で
可利用草原面積は4,709.89万 haある。この天然草
原面積は新疆ウイグル自治区土地総面積の33.70％
を占め，また可利用草原面積は28.37％を占めてい
る。新疆ウイグル自治区は中国の三大草原面積があ
る自治区の一つになっている。
新疆ウイグル自治区は中央アジアの典型的な大陸
性乾燥気候の地区で，独特の草原類型を形成してい
る。この類型は表１のように草原，荒漠，草 ，沼
沢等四つに区分されるが，その概念と存在状況は次
の通りである。
①温性草 草原類：これは主要山地地帯に分布し，
水分条件が良く，一般的には年降水量が350～
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500mmあり，植物は比較的豊富である。植生被覆
率と産草量が比較的高く，したがって，採草や放
牧利用にも適当な草原である。この温性草 草原
類の総面積は116.7万 ha，うち利用可能面積は
108.7万 haであり，新疆における可利用草原面積
の2.3％を占めている。
②温性草原類：これは主要山地に分布する。一般的
は降水量が250～350mmあり，主に冬季放牧に
使っている。総面積は481.0万 ha，うち利用可能
面積は442.5万 haであり，新疆における可利用
草原面積の9.2％を占めている。
③温性荒漠草原類：これは山地と平野に分布する。
主に冬季の放牧場として利用される。年降水量は
150～300mm，総面積は630.3ha，うち利用可能
面積は581.3万 haであり，新疆における可利用
草原面積の12.1％を占めている。
④寒冷草原類：これは海抜の比較高い山地に分布し
ており，一般的降水量は200～400mmである。総
面積は433.4万 ha，うち利用可能面積は386.3万
haで，新疆における可利用草原面積の８％を占め
ている。
⑤温性草原性荒漠類：これは荒漠草原と温性荒漠草
原の間に形成された草原類型で，主に北新疆の平
原とジュンガル盆地の砂漠の周辺地帯に分布す
る。総面積は442.1万 ha，そのうち利用可能面積
は356.8万で，新疆における可利用草原面積の
7.4％を占めている。春季と秋季の草原として利用
される。
⑥温性荒漠類：これは温帯，暖温帯及び乾燥した気
候条件でも形成される草原類型である。年降水量
は200mm前後で，蒸発量が降水量の10倍以上
ある。主にジュンガル盆地，タクラマガン砂漠周
辺地帯に分布する。総面積は2,134.3ha，うち利
用可能面積は1,610.8haで，新疆における可利用
草原面積の33.5％を占めている。しかし，植被が
少なく，産草量も少ない。主に冬季放牧の草原と
して利用される。
⑦高寒荒漠類：これはパミール高原，クンルン山等
気候が寒く乾燥した地域で，年降水量は50mm
に満たない。総面積は112.0万 ha，うち利用可能
面積は80.5万 haで，新疆における可利用草原面
積の1.7％を占めて，一般的には夏の放牧の草原
として利用される。
⑧低平地草 類：これは大きい河川や河川近くで水
が溢れ出る地帯等に分布する。総面積は688.9
万 ha，うち利用可能面積は603.9万 haである。ほ
とんど南新疆に分布し，採草にも，冬季の放牧に
も適当である。
⑨山地草 類：これは降雨量が十分ある北新疆と天
山の中山間地帯で，森林と共存している。年降雨
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表1 新疆ウイグル自治区における草原類型組合及び面積の載畜量
総面積 可利用面積 載畜量類型
名称
類型別
総面積 ha ％ ha（万) ％ 万頭/年 ％
1616.03 28.88 1489.68 31.61 820.2 25.61
草 温性草 草原類 116.6 2.08 108.62 2.31 161.0 5.03
原 温性草原類 480.77 8.59 442.25 9.39 283.79 8.86
草 温性荒漠草原類 629.86 11.26 580.97 12.37 221.4 6.91
地 高寒草原類 388.8 6.95 5791.36 7.58 154.01 4.81
荒 2601.47 46.49 1985.55 42.16 560.7 17.5
漠 温性草原化荒漠類 441.85 7.9 356.63 7.57 105.97 3.31
草 温性荒漠類 2133.19 38.12 1609.99 34.18 452.81 14.14
地 高寒荒漠類 26.43 0.47 18.93 0.4 1.92 0.06
草 1352.01 24.16 1211.22 25.75 1781.34 55.62
低平地草 類 688.58 12.3 603.62 12.82 701.77 21.91
草 山地草 類 287.06 5.13 265.7 5.64 666.7 20.82
地 高寒草 類 376.37 6.73 341.9 7.26 412.87 12.89
沼沢
草地
沼沢類
26.66 0.48 24.44 0.52 40.53 1.27
合 計 5596.16 100.0 4709.89 100.0 3202.77 100.0
資料：新疆ウイグル自治区統計年鑑（1998年）
許鵬主編：新疆草地資源及び利用，新疆ウイグル自治区科学技術出版社（1993）
量は400～600mm前後である。総面積は287.2
万 ha，うち利用可能面積は265.8万 haで，新疆に
おける可利用草原面積の5.5％を占め，牧草が優
良で，新疆ウイグル自治区の夏と冬季の優良な放
牧場となっている。
⑩高寒草 類：これは高山湿潤気候で形成される草
原で，アルタイ山，ジュンガル盆地の西部山地と
天山山脈に分布する。総面積は376.6万 ha，うち
利用可能面積は342.1万 haで，新疆における可
利用草原面積の7.1％を占め，草質が優良で，牧畜
の利用度が高い。これも新疆ウイグル自治区の優
良な夏の放牧場である。
?沼沢草地：これは土壌水分の多いところと土水分
の比較浅いところで形成した草原類である。一般
的には河川，河川の下流，河口にあり，降雨量の
多い盆地等に分布する。総面積は26.7万 ha，この
うち利用可能面積は24.5万 haで，新疆における
可利用草原面積の0.5％を占め，採草でも放牧で
も良好な草原類である。
⑵ 新疆ウイグル自治区の水資源
新疆ウイグル自治区の周囲はアルタイ山脈，天山
山脈，コンロン山脈，アルジイン山脈等高い山に囲
まれており，中にジュンガル盆地とタリム盆地の２
大盆地がある。山地と盆地の間に平地があり，地形
は比較的複雑で気候の変化が大きい。したがって，
比較的特別な環境の生態システムを形成している。
例えば，山地生態システム，オアシス生態システム
や荒漠生態システム等がある。
水は新疆ウイグル自治区の生命の源泉である。新
疆ウイグル自治区の山地面積は1,371万 ha，総土地
面積の38.4％を占め，降水量は2048億m?，総降水
量の84％を占めており，総水産流は793億m?で，新
疆ウイグル自治区の地表水資源量（884億m?）の
90％を占めている。もし，新疆ウイグル自治区の山
区を流れる水がなければ，動植物を含めてほとんど
が生育できない。したがって，新疆ウイグル自治区
にとって，山区生態システムは全ての生命の基盤と
なっている。
⑶ 新疆ウイグル自治区の家畜資源
新疆ウイグル自治区は古来よりの牧畜の歴史があ
るので，家畜の頭数が多いだけでなく家畜の品種も
豊富である。表２のように，1978年以降，牛，綿羊，
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表2 新疆ウイグル自治区主要家畜飼養頭数の推移 単位：（万頭)
主要家畜飼養頭数
年次
牛 馬 綿羊 山羊 ロバ ラクダ 豚
1978 222.39 112.39 1,577.91 349.63 96.61 13.19 103.25
1980 250.65 106.89 1,716.54 388.89 108.88 14.41 84.62
1983 280.90 102.23 2,007.39 436.91 109.08 15.89 69.53
1984 285.82 101.25 2,023.64 424.11 107.20 15.94 65.67
1985 293.26 99.54 2,037.12 394.79 106.57 16.05 66.58
1986 309.50 102.27 2,119.31 389.54 107.80 15.91 73.32
1987 322.32 103.98 2,196.27 394.02 109.39 16.04 73.51
1988 331.99 103.33 2,278.22 410.89 111.02 16.48 78.85
1989 336.94 104.91 2,353.69 429.44 111.92 17.00 90.54
1990 338.22 104.58 2,381.38 449.43 112.96 17.43 89.71
1991 336.32 102.78 2,370.60 460.05 112.85 17.55 91.17
1992 332.94 100.45 2,371.67 458.69 112.40 17.34 99.24
1993 331.62 99.68 2,394.72 448.11 112.75 17.06 108.13
1994 337.31 100.31 2,447.16 458.64 114.96 16.68 121.20
1995 343.54 100.47 2,537.64 471.38 117.04 16.22 135.26
1996 349.78 101.16 2,638.11 498.10 119.36 16.34 138.18
1997 259.81 100.32 2,747.21 514.60 120.74 16.38 145.73
1998 364.29 100.26 2,919.33 528.05 123.45 15.99 169.82
1999 370.52 101.47 3,037.08 555.21 124.99 16.15 188.34
2000 384.98 102.57 3,103.51 586.70 125.94 16.70 201.53
2001 386.40 99.38 3,163.74 601.14 126.06 15.99 208.23
2002 414.13 99.71 3,281.81 626.42 122.22 15.81 219.08
資料：新疆ウイグル自治区統計年鑑（2002年）
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山羊，豚の頭数は急速に増加している。綿羊の種類
ではホタン（地区）粗毛羊（専門的に絨毯用として
利用），クチャ（県）アストラカン（子羊皮生産とし
て利用），バインブラク羊（県）（肉と毛生産として
利用），アルタイ羊（地区）（専門的肉生産として利
用），メケット羊（県）（専門的肉生産として利用），
山羊（山羊毛皮生産として利用）等の種類がある。
その他にも新疆ウイグル自治区は自治区内で育成し
た細毛羊（毛生産として利用），メルノス羊新疆型（毛
生産として利用），新疆カラクロン羊（子羊毛皮生産
として利用），新疆白毛山羊（山羊毛生産として利用）
等優良な種類がある。その他牛，馬，ロバ，ラクダ，
豚，家禽等の種類も多い。それらの家畜の種類は長
い間に新疆ウイグル自治区の環境条件に適応した種
類である。その他ラバの頭数は1978年の1.61万頭
で，2002年は2.59万頭が増え，1978年と比較して
60.86％の増加率である。また，家禽も飼養されてい
る。それらの家畜の頭数と種類は新疆ウイグル自治
区の畜産業を今後発展させるための資源を提供して
いる。
表３を見ると牛，綿羊，山羊，豚四つの家畜が毎
年急速に増えて，馬，ロバ，ラクダ等三つの家畜は
横ばいである。
⑷ 新疆ウイグル自治区の土地資源現状
新疆ウイグル自治区の，土地資源は大変豊富で，
開発潜在力が大きく，農林牧業で利用可能な土地面
積が6,800万 ha，現在利用の耕地は3,364.66
万 ha，一人当たり耕地面積は全国の2.3倍を占めて
いる。その他，新疆ウイグル自治区の地下資源も極
めて豊富で，石油資源量は中国総石油資源量の1/3
以上，天然ガスは全国的の1/4を占め，中国で最大
の石油と天然ガスの開発が行われている。石炭は全
国的の1/3を占め，新疆ウイグル自治区ではエネル
ギーの種類はほとんど揃っている。新疆ウイグル自
治区で今までに138種類の鉱産物が発見されてお
り，これは中国の鉱産物種類の80％以上を占めてい
る。年間降水総量は中国では第十位で，一人当たり
水資源量が中国で第四位になる。現在新疆ウイグル
自治区の綿花総産量は中国の綿花総産量の1/3以上
であり，中国の最大の綿花生産基地となっている。
表3 新疆ウイグル自治区主要家畜飼養頭数の増減推移
指数―?1978年基準（％)
年次
牛 馬 綿羊 山羊 ロバ ラクダ 豚
1978 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
1980 112.7 95.1 108.8 111.2 112.7 109.2 82.0
1983 126.3 91.0 127.2 125.0 112.9 120.5 67.3
1984 128.5 90.1 128.2 121.3 111.0 120.8 63.6
1985 131.9 88.6 129.1 112.9 110.3 121.7 64.5
1986 139.2 91.0 134.3 111.4 111.6 120.6 71.0
1987 144.9 92.5 139.2 112.7 113.2 121.6 71.2
1988 149.3 91.9 144.4 117.5 114.9 124.9 76.4
1989 151.5 93.3 149.2 122.8 115.8 128.9 87.7
1990 152.1 93.1 150.9 128.5 116.9 132.1 86.9
1991 151.2 91.4 150.2 131.6 116.8 133.1 88.3
1992 149.7 89.4 150.3 131.2 116.3 131.5 96.1
1993 149.1 88.7 151.8 128.2 116.7 129.3 104.7
1994 151.7 89.3 155.1 131.2 119.0 126.6 117.4
1995 154.5 89.4 160.8 134.8 121.1 130.0 131.0
1996 157.3 90.0 167.2 142.5 123.5 123.9 133.8
1997 161.8 89.3 174.1 147.2 125.0 124.2 141.1
1998 163.8 89.2 185.0 151.0 127.8 121.2 164.5
1999 166.6 90.3 192.5 158.8 129.4 122.4 182.4
2000 173.1 91.3 196.7 167.8 130.4 126.6 195.2
2001 173.7 88.4 200.5 171.9 130.5 121.2 201.7
2002 186.2 88.7 208.0 179.2 126.5 119.9 212.2
資料：新疆ウイグル自治区統計年鑑（2002年）
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⑸ 新疆ウイグル自治区における畜産業発展の民
族的特徴
新疆ウイグル自治区で最も古い民族ウイグル民
族，カザフ族，キルギス族等少数民族は古来より畜
産業に従事して来た豊富な経験があり，独得の草原
文化を創造してきたが，少数民族の発展は畜産業の
発展と不可分であった。少数民族は自らの生活に必
要な物を畜産業から入手してきた。新疆ウイグル自
治区で少数民族の主要な食料は牛，馬，羊，山羊，
家禽等の肉と牛乳である。
３ 新疆ウイグル自治区の畜産業発展の現状
中国政府が1978年以来実施している改革開放政
策の推進の下で，新疆ウイグル自治区の経済は急速
に発展し，畜産業経済も毎年３～3.5％の水準で成長
している。
⑴ 新疆ウイグル自治区畜産業の特徴
新疆ウイグル自治区の畜産業は長い発展階段を経
て，以下のような畜産業地域を形成した。
１)草原牧畜業：これは一般的に行われている原始
的な放牧方式の牧畜業である。新疆ウイグル自治
区は広く豊富な自然草原がある。草原牧畜業は新
疆ウイグル自治区にとって独特な産業で，少数民
族は長期にわたりこの方法で牧畜飼養して，経済
的利益を得ていたが，現在でもこの方法で牧畜飼
養を継続している。したがって，経験に基づく牧
畜である。草原牧畜は群に基づいて放牧される。
一般的には北新疆の良好な条件の下では1000頭
の綿羊と山羊，800頭の馬，200頭の牛を一つ群れ
として放牧する。南新疆の自然条件があまり良く
ない地域では，250～350頭の綿羊と山羊，40～50
頭の馬，80～100頭の牛を一つの群れとして放牧
している。
この方法の主要な特徴は，①水が存在する良い
草原へ移動し，家畜を飼養する。これは旅行式放
牧と言っている。②この方法で牧畜は自然草原と
原始的な放牧方式で簡易な設備による飼養を行っ
ている。したがって，生産量は多いが価格は安い
畜産品を生産している。
この方法の主要な欠点は，①家畜を毎日遠い場
所へ移動させるので家畜の体力を消耗させ，早く
育成できないことである。これは実際に牧畜経済
の発展にマイナスの影響を与えている。②牧畜民
は，このような旅行式の生活を続けると，全体的
な生活の発展に不定的な影響を与えることにもな
る。③さまざまな自然災害を被る危険が大きい。
２)農区牧畜業：新疆ウイグル自治区は大きな農畜
産の省区であり，自治区総耕地面積は3,364.66
千 haになる。2002年の農作物播種面積は
3,478.37千 ha，糧食総産量は875.87万トンで，
その内飼料用は250万トン以上ある。その他，毎
年牧畜の飼料用に農業から約2000万トンの茎が
副産物として提供され，飼料資源は大変豊富で比
較的安定している。その他，新疆ウイグル自治区
では人口の75％以上が農牧民で，牧畜業発展は大
衆的な課題である。新疆ウイグル自治区では農区
牧畜業を強力に発展させることが，牧畜業発展の
かぎとなり，同時に全ての新疆ウイグル自治区農
村経済の繁栄的のかぎとなる。
３)半農半牧区牧畜業：これは主に牧区と農区の中
間地帯の牧畜業で，兵団の牧畜業に含めている。
４)城外区牧畜業：これは主に新疆ウイグル自治区
の大中都市の周囲で，改革開放実行後から発展し
た家庭飼養家畜である。専業的に乳牛を飼養して，
主に都市住民に新鮮な牛乳と畜産品を供給してい
る。
４ 新疆ウイグル自治区における畜産業所有制の
状況
新疆ウイグル自治区の牧畜業では主に国営牧畜経
済，集団牧畜業経済と私営牧畜業経済等の所有制形
式がある。
⑴国営牧畜業経済：これの一部分は1949年中国解
放後から，当時牧区の大きい牧主経済を中国政府
が民主改革し，牧主の家畜財産牧畜を没収して形
成したもので，他の一部分は中国政府が1956年
～1958年間に実施した社会主義改革から形成し
た国私合営牧場である。（国私合栄牧場とは，当時
中国共産党の政策への理解が不充分であったため
に，牧畜と家禽の確保ために政府と牧主が協力し
て作った組織の形式である）。新疆ウイグル自治区
では2002年末の国営牧場数として174牧場が存
在している。
⑵集団牧畜業経済：これは新疆ウイグル自治区のほ
とんどの農村と村で営まれている牧畜業である。
この牧畜業経済の基礎は中国政府が実施した?人
民公社?時代の多くの農牧民に対して一部分の家
畜を集団所有制にすることによって形成されたも
のである。
⑶私営牧畜業経済：1949年中国の解放以降，政府が
多くの農牧民に小規模家畜の飼養を許可してから
形成されたものである。
以上紹介した三つの牧畜業組織によって，全ての
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牧畜は1978年から実施した改革に従い行われたが，
1984年以降の牧畜は「その価値を金額に換算評価し
て」農牧民に請け負い責任させる方法になっている。
５ 主要牧畜の品種及び主要畜産品生産の現状
⑴ 主要畜産の品種
１)地方良種：綿羊については，アルタイ羊，ドラ
ン羊，バインブラキ羊，バシバイ羊，ホタン（地
区）羊等がある。
２)育成品種：新疆ウイグル自治区で育成された羊
は，新疆細毛羊，新疆メリヌス羊（毛生産の羊）
がある。
３)導入品種：綿羊については，メリヌス綿羊，リ
ンキン綿羊等があり，牛については，ヘスデン牛，
シミンタル牛，シャロライ牛等の品種がある。そ
の他，昔から長い間に様々な自然淘汰により，新
疆ウイグル自治区の自然条件に適合した地方優良
品種もある。表４を見ると，①畜類構成が合理的
でなく，牛の頭数割合が低いことが示されており，
これは畜産品の量が少ない，生産額が低い等の主
要な原因になっている。②畜群構成が科学的でな
く，繁殖可能な母畜としての能力のある母畜の割
合が低い，家畜の繁殖量が少ない等の問題がある。
表４を見ると，新疆ウイグル自治区で現在総牧畜
頭数の中で良種畜の割合が比較的低く，畜産業全
ての発展に対して制約となっている。
表4 主要家畜頭数と構成（2002年) 単位：(万頭，％)
牛 綿羊 山羊
項 目 家畜総頭数
うち良種 うち細毛羊と改良羊
うち乳用
山羊
年低家畜総頭数 4,603.8 386.4 127.8 3,163.7 1,159.5 601.1 21.3
占総頭数 （％) 8.39 33.1 68.7 33.6 13.1 3.5
繁殖可能母畜 2,665.0 196.7 0 1,978.2 0 359.3 0
占総頭数 （％) 57.89 50.9 0 62.5 0 59.8 0
資料：草食家畜雑誌（2002年）第４期
表5 新疆ウイグル自治区の主要畜産品の推移 単位：(万トン)
年分 牛肉 綿山羊肉 豚肉 肉類総産 乳類総産 羊毛
1978 1.85 5.32 2.48 9.65 5.25 3.08
1980 2.2 6.48 3.29 11.97 7.28 3.31
1983 3.88 8.37 3.05 15.3 12.24 3.98
1984 4.29 9.55 3.2 17.04 15.0 4.04
1985 4.23 9.97 3.09 17.29 19.7 7.07
1986 5.04 11.18 3.33 19.55 22.89 4.35
1987 5.4 12.15 3.71 21.26 29.59 4.62
1988 6.15 12.57 3.6 22.32 31.99 4.82
1989 6.52 13.95 4.11 24.58 32.89 5.06
1990 7.08 15.75 4.93 27.76 35.64 5.09
1991 8.11 16.71 5.01 29.83 37.49 5.19
1992 8.71 18.08 5.46 32.25 39.79 5.2
1993 9.32 18.61 6.18 34.11 40.85 5.28
1994 10.03 20.77 6.89 37.69 44.83 8.46
1995 13.14 24.48 8.37 45.99 49.81 5.66
1996 15.18 26.93 10.48 52.59 54.22 5.99
1997 16.4 27.72 11.52 55.64 58.78 6.25
1998 19.19 32.49 13.6 65.28 65.02 6.48
1999 20.61 33.57 16.02 70.2 70.43 6.76
2000 22.24 37.5 17.18 76.92 78.23 6.98
2001 23.99 40.48 18.36 82.83 87.85 7.3
2002 25.9 43.06 19.7 88.44 100.71 7.78
資料：新疆ウイグル自治区統計年鑑（2002年）
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⑵ 主要畜産品の生産情況
牧畜生産業発展の最終の目的は，畜産品を沢山生
産して，多くの消費者の畜産品に対して拡大する需
要を満足させることである。新疆ウイグル自治区は
中国で第２番目の畜産地区である。新疆ウイグル自
治区では農畜産業発展の資源は豊富ではないが，地
上と地下の自然資源は大変豊富で，その埋蔵量は中
国ではトップクラスである。西部の経済発展のため
に中国政府は３年前より「西部大開発」政策を実施
している。将来新疆ウイグル自治区は農畜産業，工
業，エネルギー，旅行等の重要な基地になることが
見込まれている。しかし，この中で農畜産業はやは
り重要な位置にあり，新疆ウイグル自治区の少数民
族と密接な関係も持っている。新疆ウイグル自治区
の畜産業は牛，馬，綿羊，山羊等を主とする草原畜
産業で，生産する畜産品は大体その動物に由来する
品で，消費者の主体もウイグル民族なとのイスラム
教徒であり，畜産品を消費する習慣がある。次に畜
産の主要な産品である肉，乳類，卵，毛に関して述
べることにする。
第５表に示した通り，1978年と2002年を比べる
と各畜類の産品は除々に増えている。その他，新疆
ウイグル自治区は過去50年余年間に国家に対して
２億頭以上の家畜，３億枚以上の畜皮を提供し，中
国の他省と地区に80万頭以上の優良な畜種を提供
している。
表６を見ると，羊毛以外の家畜の産品は大体1995
年から急速に増加している。
新疆ウイグル自治区における畜産業の生産額の農
林牧漁業総生産額に占める比重は27％であるが（全
国では30％），経済的に発展した諸国においては
50～60％を占めており，ニュージランドのように
80％を超える国もある。
⑶ 新疆ウイグル自治区における乳業発展の展望
新疆ウイグル自治区は中国の５大牧畜区の一つ
で，２大草原の地区であり，全国の可能利用な草原
の24％を占めている。酪農業は新疆ウイグル自治区
において養羊業に次いで２番目の産業となってい
る。国家と新疆ウイグル自治区政府は，2002年から
健康のために全ての小中学生にミルクを飲用するこ
とを奨励しており，このことからも，新疆ウイグル
自治区にとって酪農業の発展には相当な可能性があ
る。新疆ウイグル自治区の2002年末の牛の飼養頭数
表6 主要畜産品の増減推移 単位：(％)
指数―?1978年基準（％)
年次
牛肉 綿山羊肉 豚肉 肉総産量 乳総産量 羊毛
1978 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
1980 118.9 121.8 132.7 124.0 138.7 107.5
1983 209.7 157.3 123.0 158.5 233.1 129.2
1984 231.9 179.5 129.0 176.6 285.7 131.2
1985 228.6 187.4 124.6 179.2 375.2 229.5
1986 272.4 210.2 134.3 202.6 436.0 141.2
1987 291.9 228.4 149.6 220.3 563.6 150.0
1988 332.4 136.3 145.2 231.3 609.3 156.5
1989 352.4 262.2 165.7 254.7 626.5 164.3
1990 382.7 296.1 198.8 287.7 678.9 165.3
1991 438.4 314.1 202.0 309.1 714.1 168.5
1992 470.8 339.8 220.2 334.1 757.9 168.8
1993 503.8 349.8 249.2 353.5 778.1 171.4
1994 542.2 390.4 277.8 390.6 853.9 177.3
1995 710.3 460.2 337.5 476.6 948.8 183.8
1996 820.5 506.2 422.6 545.0 1,032.8 194.5
1997 886.5 521.1 464.5 576.6 1,119.6 202.9
1998 1,036.8 610.7 548.4 676.5 1,238.5 210.4
1999 1,114.1 631.0 646.0 727.5 1,341.5 219.5
2000 1,202.2 704.9 692.7 797.1 1,490.1 226.6
2001 1,296.8 761.0 740.3 858.3 1,673.3 237.0
2002 1,400.0 809.4 794.4 916.5 1,918.3 252.6
資料：新疆ウイグル自治区統計年鑑（2002年）
123新疆ウイグル自治区における畜産業の課題と対策に関する研究
は414.13万頭であり，この中で乳牛は143.56万頭
になる。これは牛総頭数の34.66％を占め，牛乳総生
産量は100.71万トンになり，一人当たり牛乳は
52.3kgで，これは全国一人当たり8.7kgの６倍を
占めている。表７を見ると，新疆ウイグル自治区で
は一人当たり肉と乳類の量は全国より多い。
新疆ウイグル自治区の酪農業は最近以上のように
発展しているが，中国の経済発展の進んだ沿海地区，
さらにアメリカ，日本，ヨーロッパ等と比べると格
差が大きい。これの主要な原因は：〝一多四低"と
表現することができる。「一多」は，飼養する乳牛の
数量が多いことであり，「四低」は，①乳牛の生産水
準が低い（平均600kg前後），②乳製品の加工量が低
い，（現在全自治区一年間の加工量は12万トン前後，
種類も７類前後と少ない），③商品率が低い（現在
58％ぐらい），④経済効果と利益が低い。
新疆ウイグル自治区は２～３年前から農牧家の乳
牛飼養に関心を強め，毎戸必ず「１～２頭の乳牛を
飼養する」と決めて，もし資金がない場合は銀行か
ら低利息で貸し付ける政策も実施している。政府か
らのこの指示を推進し，新疆ウイグル自治区で農牧
家数と乳牛の頭数が増加し，乳牛の品種も改良され
た。現在新疆ウイグル自治区ではメイチョル，タン
ボラ等の生産水準の比較的高い生乳加工を行う小中
100以上の会社が設立されている。2003年新疆ウイ
グル自治区の生乳加工能力は日量2,890トンに増加
したが，加工生産する産品種類が少なく，衛生上の
問題がある可能性もある。
６ 新疆ウイグル自治区における農区牧畜業の展望
新疆ウイグル自治区は最大の農牧区で，畜産業は
新疆ウイグル自治区農業と農村経済発展の支柱的産
業になっている。2003年新疆ウイグル自治区の牧畜
総頭数は4781.77万頭であり，この中で農区牧畜頭
数は50％以上を占めている。新疆ウイグル自治区牧
畜業発展の潜在力と展望は農区牧畜業の発展にあ
る。農区は豊富な自然草原があるだけではなく，豊
富な農業副産物もある。2002年新疆ウイグル自治区
の総耕地面積は3,478.37万 ha，毎年農作物から得
るストロー（茎）とその他副産品（糖，酒，醤油）
等の生産量は2,000万トン前後である。しかし，現
在その資源の利用率は50～60％位で，利用率は低
い。現在新疆ウイグル自治区では15万 haのアル
ファルファがある。
農牧結合は世界の農業が基本的に経験してきたも
のである。しかし，農牧結合は新疆ウイグル自治区
では何年も実施してきたにも拘わらず効果が出てい
ない。主な原因は政府が重要視しなくなり，多くの
農牧民にとって，自らの能力だけでは限界があるか
らである。農業は酪農業に飼料を提供している。農
区牧畜業発展は生産力，品質を高めるとともに，農
林漁業，加工，販売等の発展と並行して進めなけれ
ばならない。
７ 新疆ウイグル自治区における畜産業発展に対す
る主要な問題及び対策
⑴ 草原の現状と問題
新疆ウイグル自治区の草原面積は全自治区総土地
面積の33.70％になり，面積は全国で最大であるが，
科学的な管理がされておらず，利用は適当でない。
資金投入が不足し，過放牧状態にある。家畜頭数を
重視し草原保護を軽視するため草原は退化し，砂漠
化しつつある。統計によれば，現在80％の地域で草
原の退化と砂漠化が進んでいる。その中で１/３の草
原は退化が厳しく，産草量は50－60年代に比べると
30～70％減少している。
解決のための対策：①上下級政府は畜産業の重要
性に十分な関心を持たなければならない，②草原基
本建設への資金投入量が増加しなければならない，
③科学的な家畜飼育と科学的な飼料配給を実行しな
ければならない，④草原の自然状況に合わせて家畜
の頭数決めなければならないし，適度な放牧を行い，
草原を適正に保護して，牧畜頭数をコントロールす
るとともに，草原を牧区に分けて順繰りに放牧しな
ければならない，⑤人工草原建設の歩調を速めなけ
ればならない，⑥草原法を遵守し適正に行なわなけ
表7 畜産品生産量及び人口１人当たり 単位：(万トン)
地 域 肉類 乳類 禽卵
中国全国生産量 6,333.9 1,122.9 2,336.7
新疆ウイグル自治区生産量 97.0 100.71 20.4
全国１人当たり：(kg） 48.9 8.7 18.04
新疆ウイグル自治区１人当たり（kg) 50.4 52.3 10.6
資料：新疆ウイグル自治区草食家畜雑誌（2002年）第４期
注：全国の人口は129533万人で，新疆ウイグル自治区の人口は1925万人計算する
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ればならない（草原法は1985年６月18日第６回全
国人民代表大会で制定されたものである），⑦現在新
疆ウイグル自治区の広大な牧畜地帯で農牧民の文化
的水準がとても低い状態にある。16～50歳の労働力
の中で文盲は21％，小学卒水準は62％，中学卒水準
は17％を占めており，これらは畜産業の発展を厳し
く制約している，⑧牧民定住対策及び半定住対策を
強化して，農牧民の生活条件を改善しなければなら
ない。2000年末新疆ウイグル自治区で定住及び半定
住農牧民戸数は13.05万戸存在し，これは新疆ウイ
グル自治区牧民総戸数の72.5％を占めており，南新
疆では牧民定住及び半定住は65.6％占めている。現
在新疆ウイグル自治区では，冬期の小屋での飼養率
は30％であり，大多数の牧民は依然として原始的放
牧方式を採用しているので，生産力は相当低い状態
にある。⑨牧畜にさいして，冬期は小屋で飼育，夏
期に放牧する方法で季節的に草原利用を調整し，自
然草原に対する圧力を軽減させ，草原資源の持続的
利用と草原生態環境を改善しなければならない。
⑵ 主要畜産品と問題
１）牛乳生産と問題
現在の新疆ウイグル自治区における牛乳加工会社
に存在する問題は次の通りである。①牛乳生産と加
工コストが比較高い。②集団所有制加工会社の生産
コストは国営加工会社より低い。③牛乳加工会社は
大部分ウルムチ市，イリ地区に集中している。④大
型の原料牛乳生産基地がない。⑤今まで国際及び国
内市場で競争力のある有名な商標がない。⑥牛乳は
分散した小規模生産者が生産するので，衛生的で安
全な消費が保障されていない。⑦今ある牛乳加工会
社の加工衛生条件はまだ国家標準を達成できていな
い。⑧乳牛の優良品種率が比較低く（50％前後），規
模が比較大きいのはホトビ県種牛場で，頭数は1000
頭前後，毎頭牛の年平均牛乳生産量は7000～
8000kg前後で，このような会社は新疆ウイグル自
治区では数が少ない。⑨現在新疆ウイグル自治区の
年間牛乳加工能力は20万トン前後で，又生産品種類
も少ない，これは消費者の需要を満足させていない。
⑩生産品の包装技術が低く，これは畜産品の価値に
影響する。?一部の会社は偽物を生産して，消費者
の健康に損害を与えている。?現在新疆ウイグル自
治区にある牛乳加工会社は機器設備の購買と加工技
術を改善する資金がない。?市場情報綱の整備は大
変遅れており，畜産品に対する消費者の需要に応え
る生産体勢をとれない。
表８を見ると，国営，集団乳牛場の乳牛飼養コス
トと経営者牛乳飼養コストを比べると国営と集団の
牛乳のほうが経営者より高い。
２）肉類生産と問題
新疆ウイグル自治区で2002年の肉類生産量は
105.44万トン，一人当たり54.77kgで，これは全国
一人当たり8.7kgを比べると７倍になる。2002年
牛羊肉生産量は68.96万トンで，肉類総生産量の
65.4％を占めている。新疆ウイグル自治区はイスラ
ム教の信者が多い地区であるから，牛，羊，山羊等
飼養は伝統な生産であり，又主要な収入の源泉の一
つになっている。
肉生産の問題：①新疆ウイグル自治区の牛羊肉生
産は基本的に地域内で流通しており，自治区以外の
国内市場では販売力がとても弱い，②肉を加工する
会社が少ないので，加工機器も大変簡易であり，加
工肉の種類も少なく，生産した肉の80％以上がその
まま精肉で消費される，③都市と農村人民の肉消費
量及び消費構成には相当の差がある。
表９及び表10を見ると，新疆ウイグル自治区の都
市住民と農村住民の肉類消費量と消費構成の差がと
ても大きいだけではなく，年次によって消費量の増
減程度も大きいことが分かる。
３）畜種構成と品種構成及び問題
畜種構成：新疆ウイグル自治区では牧畜種類と数
量が多いが，単位産品の数量が低く，経済効果が低
いという問題がある。現在畜種の構成は次第に適当
な方向に発展するであろうが，需要拡大に対する大
きな差がある。
品種構成：新疆ウイグル自治区では新疆の自然条
件に適当な優良牧畜の品種がある。しかし，その中
で次のような問題もある。①牧畜の優良品種を飼養
し，管理することが適切に行なわれていない。②現
在の牧畜の優良種類については新疆での飼育割合が
低い。2002年新疆ウイグル自治区の牛の総頭数は
414.13万頭，その中で優良牛と改良牛の割合は
表8 国営と集団牛乳場及び経営者毎頭乳牛と飼養コス
ト比較の推移 単位：(元，％)
牛乳経営者 国営と集団
項目
コスト ％ コスト ％
子牛費 244.8 7.10 408.7 6.31
精飼料費 1,847.0 53.57 2,237.6 34.55
租飼料費 469.3 13.61 1,362.1 21.03
管理費 83.8 2.43 585.1 9.05
人工費 371.8 10.78 369.4 5.70
その他費用 384.0 12.51 1,189.9 23.38
総コスト 3,447.9 100.00 6,476.9 100.00
資料：草食家畜雑誌（2002年）第４期
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30.88％に過ぎず，同年飼養した綿羊の頭数は
3281.81万頭，その中で優良と改良綿羊の割合は
61.0％である。③畜産業に投入する資金が不足して
いる。優良と改良牧畜の飼養管理条件はかなり貧し
い。④農牧民の経済収入がとても低く，その上伝統
的な考え方により，農牧民は自然交配するので，こ
れは優良品種の退化を引き起こすこともある。⑤農
牧民の科技文化素質が比較的低く，市場に対する見
方が弱い。現在生産する畜産品の加工割合が低く，
30％弱である。
⑶ 新疆ウイグル自治区における畜産業振興の対
策
1978年から実行した改革開放政策の推進のもと
で，今日新疆ウイグル自治区の全ての国民経済は毎
年９％以上の水準で発展した。国民経済の重要な部
分を占める畜産業も毎年一定数量で発展した。牧畜
の頭数では，1978年総頭数は2,476万頭で，2002年
は4,781万頭になり，毎年2.2％の増加である。但
し，現在新疆ウイグル自治区畜産業では，良く考え
なければならない次のような問題がある。
１)畜種構成問題。畜種の構成を調整するためには
新疆ウイグル自治区の特徴と市場の変化を考えな
ければならない。畜種構成調整の今後の重点とし
て，乳牛，肉牛，細毛羊と山羊，ラクダ，馬等草
食性の優良な家畜を発展させるべきである。
２)牧畜の品種調整。新疆ウイグル自治区で現在48
種の品種がある。しかし，大部分は原始的な放牧
条件下で，個体の生育水準が低く，生産率も低い。
品種改良では，優良な品種の選択と導入育成を結
び付けるようにしなければならない。
３)飼料と草原の問題。現在ある自然草原は科学的
で合理的な利用に努め，新疆ウイグル自治区の特
別の気候条件に適当な草原と飼料基地を建設しな
ければならない。例えば，アルファルファ等乾燥
気候条件が適当な草原。その他草原地帯でいくつ
かの区に分けて順繰りに放牧して，条件があると
ころでは人工草原の造成を促し，草原によって牧
畜の数量を決定しなければならない。
４)牧畜の医療予防の問題。牧畜の医療と予防シス
テムを構築し，消費者に安全な優良畜産品の消費
を保障しなければならない。
５)牧畜業科技サービス業システム建設の問題。牧
畜業科技サービス業の建設で，最初に現在ある獣
医センター，育種センター，防疫センター等〝三
つのセンター"の基盤上で，展示場，研究センター
を建設して，科技人員を育成すること，その労働
条件と生活が保障されなければならない。
表9 新疆ウイグル自治区都市住民と農村住民肉類消費量と消費構成の推移 単位：(kg)
都市住民 農村住民
項目
1985 1990 1995 2000 2002 1985 1990 1995 2000 2002
牛肉 11.4 13.7 12.81 16.7 2.47 6.55 6.77 2.09 1.95 2.43
羊肉 1.5 2.6 4.92 5.9 8.74 － － 3.22 7.03 7.32
豚肉 5.9 5.4 6.5 5.11 7.85 2.23 2.25 1.58 1.95 1.25
鮮卵 3.5 3.5 4.55 3.8 8.53 1.24 1.77 0.8 1.2 1.1
水産 2.6 1.9 1.95 1.84 5.13 － － － － －
家禽 4.8 5.6 5.9 7.8 8.59 0.46 0.9 1.0 1.36 1.36
合計 29.7 32.7 36.63 41.31 41.31 10.48 11.69 8.69 13.49 13.46
資料：新疆ウイグル自治区統計年鑑（2003年）
表10 都市住民と農村住民の肉類消費量増減推移
指数―?1985年基準―?(％)
年 都市住民 農村住民
次 牛肉 羊肉 豚肉 家禽 鮮卵 牛肉 羊肉 豚肉 家禽 鮮卵
1985 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
1990 120.2 173.3 91.0 116.7 100.0 103.4 － 100.9 195.7 142.7
1995 112.4 328.0 110.2 122.9 130.0 32.0 － 70.9 217.4 64.5
2000 146.5 393.3 86.6 162.5 108.2 29.8 218.3 87.4 295.7 96.8
2002 21.7 582.7 133.1 179.0 243.7 37.1 227.3 56.1 295.7 88.7
資料：新疆ウイグル自治区統計年鑑（2003年）
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６)畜産業と資金投入の問題。この問題では政府の
支援が必要である。銀行は低利息無利息金を貸し
付けるべきである。その他農牧民には制約のない
様々な支援組織及び株式会社を作る等の方法で解
決策を追究する条件を保障すべきである。
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